
平成 28年度教育研修会時定例幹事会 

 

平成 28年 12月 18日（日） 12：40-13：20 

キャンパスプラザ京都  4階 第 3講義室 

 

1. 活動報告 

1) 第 33回京都臨床細胞学会学術集会 

◎開催日時：平成 28年 7月 3日（日） 

会場：京都大学百周年時計台記念館・国際交流ホール 

参加者数：144名（専門医：35、細胞検査士：105名、その他 4名） 

内容：要望講演（ランチョンセミナー：ロシュ・ダイアグノスティック株式会社

共催）『LBC 検体を用いた免疫細胞化学染色の意義と応用』 竹中 明美 先生（大

阪府立成人病センター 病理・細胞診断科） 

特別講演：『子宮内膜癌とその前駆病変の病理と細胞診 ～新 WHO 分類から考

える～』 三上 芳喜 先生（熊本大学医学部附属病院病理診断科） 

一般演題：8題 

 

2. 活動予定 

1） 第 17回教育研修会 

日時：平成 28年 12月 18日（日） 

会場：京都キャンパスプラザ 

内容：教育講演１ 「病理解剖業務～当院の取り組み～」  

林 孝俊 先生（京都民医連中央病院 病理技術課） 

教育講演２ 「子宮頸部細胞診について」 

南口 早智子 先生（京都大学医学部附属病院 病理診断科） 

      スライドカンファレンス 

症例１ 出題者 穴吹 昌枝（洛和会音羽病院 検査部） 

材料  腎盂カテーテル尿 

回答者 渡邉 章人（新京都南病院臨床検査部病理検査室） 

        症例２ 出題者 平伴 英美（京都大学医学部附属病院 病理診断科） 

           材料  胸水 

回答者 西村 令恵（(株)日本セルネット） 

 

2) 平成 29年京都臨床細胞学会総会ならびに第 30回生活習慣病予防健診細胞診従事者

研修会 



開催日：平成 29年 2月 5日（日） 

会場：ホテル京阪 京都 グランデ 

内容：講演１「子宮内膜症についての最近の話題」 

森 泰輔 先生（京都府立医大）  

講演２「子宮頸がん検診～最新情報と日本の課題」 

宮城 悦子先生（横浜市立大学） 

    講演３＋カンファレンス「リンパ球系病変における純細胞形態学的着眼点」 

       カンファレンス 2題（呼吸器と甲状腺を予定） 

  蒲 貞行 先生（前 群馬大学 保健学部 現 中部大学） 

キャンパスプラザは年度末であることと、予約は３カ月前からであったことから、 

取れなかった。次年度からも予約は困難であると考える。 

 

3. 協議事項 

1) 次年度役員について（選任手順） 

(1). 全会員に役員改選時期であることを伝えると同時に幹事の推薦を募る。 

（12月の教育研修会案内と一緒に、添付の案内を同封） 

(2). 上記、締め切りを 12月の幹事会前日として、一般会員から推薦状況について、

12月の幹事会で報告します。同時に、幹事からの推薦の方法について協議する。 

(3). 幹事からの推薦を集め、1月中旬までに取りまとめる。 

(4). 1月下旬～2月上旬に臨時幹事会を開催して、幹事（次期会長等役割分担も）

を決定。 

(5). 2月の総会時に一般会員へ報告 

(6). 4月から新役員での活動開始 

2) 現幹事名簿入りのエクセルファイルを幹事メーリングリストに配信。幹事から 10

名の推薦者を募り、集計して臨時幹事会で報告する。 

3) 臨時理事会概要 開催日：1月 17日（火）19:00～ 

場所：京大病院検査部会議室 

 

4. その他 

1) 第 42回日本臨床細胞学会近畿連合会役員会報告 

開催日：平成 28年 9月 25日（日） 

場所：ナレッジキャピタルコンベンションセンター 

1) 推戴会員について（以下すべて承認；敬称略） 

名誉会長: 若狭研一 

名誉会員: 馬淵義也、長谷川和男、中村忍、覚道健一、土橋康成、南雲サチ子、  

森川政夫、小林忠男 



功労会員: 稲本和男、片岡秀夫  

推戴会員にはゴールド会員証を記念品としてお渡しする。受付時の混乱を解消

させる。 

2) 来年度学術集会（担当：滋賀県） 

開催日：2017 年 10 月 1 日（日） 

場所：ピアザ淡海 


